
質
問
一

鶴
ヶ
島
市
の
農
業
の
実
態
は
。

二

鶴
ヶ
島
市
の
緑
に
つ
い
て
。

三

水
土
里
の
交
流
圏
構
想
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

農
地
面
積
の
減
少
、

農
家
戸
数
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、
遊

休
農
地
の
拡
大
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
。

今
の
ま
ま
の
農
業
を
続
け
て
い
く
だ

け
で
は
、
農
地
や
農
家
の
減
少
を
食
い

止
め
ら
れ
な
い
。
一
大
消
費
地
に
近
い

と
い
っ
た
利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
従

来
の
農
業
に
新
た
な
視
点
を
加
え
た
農

業
振
興
を
支
援
し
て
い
く
。

二

財
政
難
の
中
で
、
緑
地
保
全
の
施

策
を
講
じ
、
緑
地
の
減
少
は
１０
年
間
で

約
１０
㌫
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
こ
の
減

少
傾
向
は
続
く
と
予
想
し
て
い
る
。

三

水
土
里
の
交
流
圏
構
想
は
、
３
つ

の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
県
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
な

が
ら
取
り
組
む
農
業
大
学
校
用
地
を
活

用
し
た
産
業
基
盤
づ
く
り
と
就
労
の
場

確
保
。
二
つ
目
は
、
豊
か
な
自
然
景
観

を
生
か
し
た
、
市
民
に
広
く
活
用
さ
れ

る
ス
ペ
ー
ス
の
創
出
。
三
つ
目
は
、
持

続
的
で
活
力
あ
る
農
業
の
創
出
で
あ
る
。

構
想
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
農
業
大

学
校
に
つ
い
て
、
県
で
は
、
本
年
度
に

戦
略
的
環
境
影
響
評
価
、
２
０
１
３
年

に
移
転
、
２
０
１
５
年
に
企
業
誘
致
と

い
う
青
写
真
を
描
い
て
い
る
。
な
お
、

予
算
規
模
や
財
源
に
つ
い
て
は
、
今
後

詰
め
て
い
く
。

質
問
一

失
業
者
に
対
す
る
対
応
、
対

策
は
。

二

求
職
者
に
対
す
る
対
応
は
。

三

生
活
保
護
に
つ
い
て
。

四

税
の
滞
納
に
つ
い
て
。

五

自
殺
対
策
に
つ
い
て
。

六

交
付
金
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２１
年
度
か
ら
、

埼
玉
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
を
活

用
し
て
４
つ
の
雇
用
創
出
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

二

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越
及
び
近
隣
市

と
共
催
で
就
職
面
接
会
、
市
と
し
て
は

内
職
相
談
室
、
鶴
ヶ
島
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催
で
就
職
支
援
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

三

本
市
の
生
活
保
護
世
帯
は
、
２２
年

３
月
時
点
で
３
６
０
世
帯
、
前
年
対
比

３０
・
４
㌫
の
増
と
、
急
激
な
伸
び
が
続

い
て
い
る
。

四

２１
年
度
の
収
納
率
は
、
前
年
度
と

同
様
の
９２
・
１１
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

五

市
で
は
、
心
の
健
康
相
談
、
法
律

相
談
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
対
策
を
進
め
て
い
く
。

六

２０
、
２１
年
度
で
は
、
臨
時
交
付
金

に
よ
る
景
気
対
策
が
あ
っ
た
が
、
政
権

交
代
の
影
響
も
あ
り
、
地
方
は
困
惑
し

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
た
。
地
方
の
実

情
に
あ
っ
た
制
度
が
重
要
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

学
校
給
食
に
つ
い

て

庁舎内のハローワーク

水
土
里
の
交
流
圏
構
想
に
つ
い
て

構
想
策
定
に
向
け
広
く
意
見
交
換

長
谷
川

清

議
員

大曽根英明 議員

経済事情にかかわる諸問題

市民生活を守る施策を展開

高倉の畑

つるがしま市議会だより第１５０号 〔８〕


